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序
論
　
本
稿
の
目
的
・
問
題
の
所
在

一
　
無
形
文
化
遺
産
と
人
権
の
関
係

　
㈠
　
先
行
研
究
の
考
察
：
無
形
文
化
遺
産
と
人
権

　
㈡
　
先
行
研
究
に
お
け
る
問
題
点

二
　
無
形
文
化
遺
産
と
有
形
文
化
遺
産
の
関
係

　
㈠
　
先
行
研
究
の
考
察
：
有
形
／
無
形
と
い
う
二
分
法

　
㈡
　
無
形
文
化
遺
産
と
有
形
文
化
遺
産
の
類
似
点
・
共
通
点

三
　
国
際
法
に
お
け
る
無
形
文
化
遺
産
の
保
護

　
㈠
　
先
行
研
究
の
考
察
：
世
界
遺
産
条
約
及
び
無
形
文
化
遺
産
条
約
の
評
価

　
㈡
　
国
際
法
に
お
け
る
有
形
及
び
無
形
文
化
遺
産
保
護
の
再
評
価
／
再
考

結
　
論

 

山

口

美

帆

現
代
国
際
法
に
お
け
る
無
形
文
化
遺
産
の
保
護

―
そ
の
議
論
枠
組
み
の
批
判
的
検
討

―
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序
論
　
本
稿
の
目
的
・
問
題
の
所
在

　
本
稿
は
、
現
代
国
際
法
に
お
け
る
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
議
論
枠
組
み
に
つ
い
て
再
考
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
理

由
は
、
先
行
研
究
に
対
す
る
以
下
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
あ
る
。

　
第
一
に
、（
生
成
中
の
）
国
際
文
化
遺
産
法
に
お
け
る
分
類
に
関
す
る
問
題
意
識
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
一
般
的
に

有
形
文
化
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産
は
別
個
に
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
一
因
は
、
両
遺
産
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
事
情
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
即
ち
、
有
形
文
化
遺
産
は
西
洋
と
、
無
形
文
化
遺
産
は
非
西
洋
と
そ
れ
ぞ
れ
結
び
付
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
洋
対

非
西
洋
と
い
う
対
立
軸
に
呼
応
し
て
有
形
文
化
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産
は
相
対
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
両
文
化
遺
産
を
巡
る
外
在
的
な
事
情
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
ず
、
本
質
的
に
は
、
両
者
は
む
し
ろ
様
々

な
点
で
類
似
又
は
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ（
1
）る。

　
第
二
に
、
無
形
文
化
遺
産
に
関
す
る
先
行
研
究
に
お
い
て
頻
繁
に
指
摘
さ
れ
る
、
無
形
文
化
遺
産
と
人
権
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
題
意

識
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文
化
遺
産
と
人
権
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
も
こ
れ
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
文
化
遺
産
と
人
権
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
る
際
に
、
と
り
わ
け
無
形
文
化
遺
産
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
は
、
様
々

な
曖
昧
な
概
念
が
混
在
し
て
お
り
、
議
論
の
正
確
性
・
客
観
性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
人
権
の
議
論
を
取
り
入
れ
る
よ
り
も

む
し
ろ
、
国
際
文
化
遺
産
法
自
体
の
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ（
2
）る。

　
第
三
に
、
現
代
国
際
法
学
に
お
け
る
「
国
際
法
」
観
念
に
関
す
る
問
題
意
識
が
指
摘
さ
れ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
一
九
七
二
年

「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
世
界
遺
産
条
約
」
と
す
る
。）
に
直
接
的
に
規
律
さ
れ
る
国
家
の
み

が
法
主
体
と
し
て
、
ま
た
、
世
界
遺
産
一
覧
表
の
制
度
が
擁
す
る
手
続
上
の
制
裁
（
外
的
強
制
）
を
伴
う
義
務
の
み
が
法
的
義
務
と
し
て
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認
識
さ
れ
て
い（
3
）る。
こ
の
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
世
界
遺
産
条
約
の
法
的
評
価
が
低
い
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
一
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
恐
ら
く
は
世
界
遺
産
条
約
の
低
評
価
の
影
響
に
よ
り
、
同
条
約
を
模
範
と
し
て
作
成
さ
れ
た
二
〇
〇
三
年
「
無

形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
無
形
文
化
遺
産
条
約
」
と
す
る
。）
も
ま
た
低
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
国
際
法
学
に
お
け
る
国
際
「
法
」
観
念
次
第
で
は
、
こ
れ
ら
の
条
約
を
よ
り
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ（
4
）る。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
本
稿
で
は
、
現
代
国
際
法
に
お
け
る
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
議
論
枠
組
み
に
つ
い

て
、
無
形
文
化
遺
産
と
有
形
文
化
遺
産
と
の
関
係
に
着
目
し
て
再
考
す
る
こ
と
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
、
無
形
文
化
遺
産
と
人
権
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
を
概
観
し
（
㈠
）、
そ
れ
ら
の
議
論
に
見
出

さ
れ
る
問
題
点
を
指
摘
す
る
（
㈡
）。
第
二
章
で
は
、
無
形
文
化
遺
産
と
有
形
文
化
遺
産
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
立
場
を
要

約
し
た
上
で
（
㈠
）、
両
者
の
類
似
点
・
共
通
点
を
明
ら
か
に
す
る
（
㈡
）。
第
三
章
で
は
、
無
形
文
化
遺
産
と
有
形
文
化
遺
産
を
関
連
づ

け
る
場
合
に
重
要
と
な
る
無
形
文
化
遺
産
条
約
と
世
界
遺
産
条
約
に
つ
い
て
（
両
者
は
同
様
の
保
護
制
度
を
採
用
し
て
い
る
）、
先
行
研
究
に

お
け
る
評
価
を
考
察
し
た
後
（
㈠
）、
現
代
国
際
法
学
の
基
礎
理
論
の
観
点
か
ら
両
条
約
の
再
評
価
を
試
み
る
（
㈡
）。

　
な
お
、
本
稿
は
、
国
際
文
化
遺
産
法
の
体
系
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
文
化
遺
産
保

護
の
た
め
の
手
段
を
提
示
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

　
ま
た
、
本
稿
の
根
底
に
は
、「
国
際
法
」
と
は
何
か
と
い
う
問
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
強
調
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で

は
、
敢
え
て
「
国
際
法
」
を
定
義
せ
ず
に
議
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
、
一
般
的
に
は
「
ア
ク
タ
ー
」
や
「
ソ
フ
ト
ロ
ー
」
と

呼
ば
れ
る
対
象
に
つ
い
て
は
、
そ
の
呼
称
自
体
が
「
法
的
で
な
い
」
こ
と
を
含
意
し
て
し
ま
う
、
即
ち
「
法
」
に
対
す
る
固
定
観
念
を

伴
っ
て
し
ま
う
と
い
う
懸
念
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
（
可
能
な
限
り
）
そ
の
よ
う
な
呼
称
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
と
す
る
。
本
稿
に
は
、
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現
代
社
会
に
よ
り
適
し
た
国
際
法
観
念
を
模
索
す
る
と
い
う
潜
在
的
な
趣
旨
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
　
無
形
文
化
遺
産
と
人
権
の
関
係

㈠
　
先
行
研
究
の
考
察
：
無
形
文
化
遺
産
と
人
権

　
無
形
文
化
遺
産
と
人
権
の
関
係
は
先
行
研
究
に
お
い
て
屢
々
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
一
般
的
に
両
者
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、Lenzerini

に
よ
れ
ば
、「
無
形
文
化
遺
産
と
人
権
と
の
間
に
関
係
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
様
々
な
観
点
か
ら

明
明
白
白
（crystal cl

（
5
）

ear

）」
で
あ
り
、「
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
は
一
定
の
人
権
の
有
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
前
提
で

あ（
6
）る」。

　
先
行
研
究
に
お
い
て
無
形
文
化
遺
産
と
人
権
の
関
係
に
つ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
議
論
の
主
な
焦
点
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
即
ち
、
①
国
際
人
権
諸
条
約
の
関
連
条
文
、
②
国
際
人
権
裁
判
所
の
判
例
等
、
③
無
形
文
化
遺
産
保
護
と
人
権
保
護
の
衝
突
、

で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
を
簡
潔
に
纏
め
る
こ
と
と
す（
7
）る。

　
な
お
、
こ
こ
で
、
本
章
に
お
け
る
表
記
に
つ
い
て
断
っ
て
お
き
た
い
。
無
形
文
化
遺
産
と
人
権
の
関
係
を
巡
る
議
論
に
お
い
て
は
、

「
文
化
遺
産
」
と
の
み
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、「
文
化
遺
産
」
は
二
通
り
に
解
釈
さ
れ
う
る
。
即
ち
、

そ
れ
が
無
形
文
化
遺
産
を
指
す
と
い
う
解
釈
と
、
そ
れ
が
有
形
無
形
を
問
わ
ず
文
化
遺
産
全
体
を
指
す
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
。
し
か

し
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
通
常
、
い
ず
れ
の
解
釈
に
依
拠
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
そ
れ
が
無
形
文
化
遺
産
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
、「（
無
形
）
文
化
遺
産
」
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
理
由

は
、
①
文
化
遺
産
と
人
権
に
関
す
る
論
考
の
多
く
に
お
い
て
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
事
例
が
実
際
に
は
有
形
文
化
遺
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産
で
は
な
く
無
形
文
化
遺
産
に
関
連
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
②
文
化
遺
産
と
人
権
の
関
係
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
無

形
文
化
遺
産
条
約
採
択
以
降
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
る
の
は
主
と
し
て
無
形
文
化
遺
産
の
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。1　

国
際
人
権
諸
条
約
の
関
連
条
文

　
先
行
研
究
に
お
い
て
無
形
文
化
遺
産
と
人
権
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
る
際
、
第
一
に
着
目
さ
れ
る
の
が
、「
文
化
的
生
活
に
参
加
す
る
権

利
」
で
あ
る
。
こ
の
権
利
は
、
一
九
四
八
年
「
世
界
人
権
宣
言
」
第
二
七
条
及
び
一
九
六
六
年
「
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に

関
す
る
国
際
規
約
」
第
一
五
条
一
項
⒜
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
同
条
項
は
文
化
遺
産
を
保
護
す
る
義
務
を
締
約
国
に
課
す
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
て
い（
8
）る。

　
ま
た
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
文
化
的
生
活
に
参
加
す
る
権
利
は
、
以
下
の
諸
条
約
に
よ
っ
て
特
定
の
集
団
に

も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
九
六
五
年
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
国
際
条
約
」
第
五
条
⒠
ⅵ
、
一
九
七
九
年

「
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
」
第
一
三
条
⒞
、
一
九
八
九
年
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
第
三

一
条
、
二
〇
〇
六
年
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
第
三
〇
条
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
次
の
地
域
的
人
権
諸
条
約
に
お
い
て
も
文
化
的
生
活
に
参
加
す
る
権
利
は
規
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
九
八
一
年
「
人
及

び
人
民
の
権
利
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
憲
章
」（
バ
ン
ジ
ュ
ー
ル
憲
章
）
第
一
七
条
（
二
）、
一
九
八
八
年
「
人
権
に
関
す
る
米
州
条
約
の
経

済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
の
分
野
に
お
け
る
追
加
議
定
書
」
第
一
四
条
一
項
⒜
、
二
〇
〇
四
年
「
ア
ラ
ブ
人
権
憲
章
」
第
四
二
条

（
一
）
で
あ
る
。

　
以
上
に
挙
げ
た
条
文
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
所
謂
「
文
化
的
生
活
に
参
加
す
る
権
利
」
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
諸
権
利
も
ま
た
（
無
形
）
文
化
遺
産
に
関
係
す
る
も
の
と
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い（
9
）る。
即
ち
、
少
数
民
族
の
保
護
を
は
じ
め
、
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表
現
の
自
由
、
宗
教
の
自
由
、
私
生
活
へ
の
権
利
、
集
会
及
び
結
社
の
自
由
等
の
諸
権
利
も
ま
た
（
無
形
）
文
化
遺
産
に
関
連
す
る
も
の

と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
権
利
及
び
／
又
は
文
化
的
生
活
に
参
加
す
る
権
利
を
指
し
て
「
文
化
的
権

利
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
）
10
（
る
。

2　

国
際
人
権
裁
判
所
判
例
等

　
先
行
研
究
に
お
い
て
（
無
形
）
文
化
遺
産
と
人
権
の
関
係
を
巡
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
各
判
例
及
び
事
例
で
争
点
と
な
っ
て
い
る

人
権
は
、
少
数
民
族
の
保
）
11
（

護
や
宗
教
の
自
）
12
（

由
、
私
生
活
に
対
す
る
権
）
13
（

利
、
財
産
）
14
（

権
等
、
多
岐
に
わ
た
る
。
以
下
で
は
、
先
行
研
究
に
お
い

て
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
各
々
が
先
行
研
究
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。
但

し
、
こ
こ
で
の
紹
介
は
基
本
的
に
先
行
研
究
に
お
け
る
紹
介
内
容
に
準
ず
る
こ
と
と
し
、
本
稿
独
自
の
考
察
は
第
二
節
で
行
う
。

　Ivan Kitok v. Swe

）
15
（

den

は
、
少
数
民
族
で
あ
るSam

i

（
サ
ー
ミ
／
サ
ー
メ
）
に
よ
る
ト
ナ
カ
イ
の
飼
育
を
巡
っ
て
、
一
九
六
六
年
「
市

民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」（
以
下
、「
自
由
権
規
約
」
と
す
る
。）
第
二
七
条
（
少
数
民
族
の
保
護
）
の
侵
害
の
有
無
を
（
自

由
権
規
約
）
人
権
委
員
会
が
判
断
し
た
事
例
で
あ
る
。Kitok

はSam
i

の
ト
ナ
カ
イ
飼
育
者
で
あ
っ
た
が
、
三
年
以
上
の
間
ト
ナ
カ
イ
飼

育
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、（
環
境
及
びSam

i

文
化
の
保
護
の
た
め
の
ト
ナ
カ
イ
飼
育
者
数
の
減
少
を
目
的
と
し
た
）
法
律
に
よ
り
、
ト
ナ
カ
イ

飼
育
の
権
利
を
失
っ
た
。
本
件
で
は
こ
の
こ
と
が
自
由
権
規
約
第
二
七
条
の
侵
害
に
あ
た
る
か
否
か
が
争
点
と
な
り
、
ト
ナ
カ
イ
飼
育
は

Sam
i

文
化
の
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
件
は
同
条
の
適
用
対
象
と
な
る
と
判
断
さ
れ
）
16
（

た
。

　
次
に
、Lee v. U

nited Kingd

）
17
（om

で
は
、
遊
牧
と
い
う
生
活
様
式
を
と
るRom

a

（
ジ
プ
シ
ー
）
が
購
入
し
た
土
地
に
お
い
て
キ
ャ
ラ

バ
ン
に
居
住
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
が
景
観
保
護
区
域
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
立
ち
退
き
命
令
を
受
け
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
欧

州
人
権
裁
判
所
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
の
居
住
はRom

a

の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
不
可
欠
で
あ
り
、
本
件
に
一
九
五
〇
年

「
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
保
護
の
た
め
の
条
約
」
第
八
条
（
私
生
活
及
び
家
族
生
活
が
尊
重
さ
れ
る
権
利
）
が
適
用
可
能
で
あ
る
と
判
断
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し
）
18
（
た
。

　
ま
た
、Yakye A

xa Indigenous Com
m
unity v. Parag

）
19
（

uay

とSawhoyam
axa Indigenous Com

m
unity v. Paragu

）
20
（ay

に
お
い
て
、

米
州
人
権
裁
判
所
は
、
先
住
民
共
同
体
の
先
祖
伝
来
の
土
地
の
効
果
的
利
用
及
び
享
受
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
一
九
六
九
年
「
人

権
に
関
す
る
米
州
条
約
」
第
二
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
財
産
権
の
侵
害
に
あ
た
る
と
判
断
し
）
21
（
た
。
両
事
例
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
先
祖

伝
来
の
土
地
と
共
同
体
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
強
い
繫
が
り
を
再
確
認
し
て
い
）
22
（

る
。

　
な
お
、Centre For M

inoriy Rights D
evelopm

ent （Kenya

） and M
inority Rights G

roup International on Behalf of Endrois 

W
elfare Council v. K

）
23
（

enya
で
は
、
観
光
客
の
た
め
に
禁
猟
区
域
を
つ
く
る
こ
と
を
理
由
に
先
住
民
共
同
体
が
先
祖
伝
来
の
土
地
を
強

制
的
に
追
い
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
バ
ン
ジ
ュ
ー
ル
憲
章
第
一
七
条
（
二
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
文
化
的
生
活
に
参
加
す
る
権
利
の

侵
害
が
認
定
さ
れ
て
い
）
24
（

る
。
し
か
し
、
同
事
例
が
先
行
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
稀
で
あ
る
。（
な
お
、
そ
の
理
由
は
不
明
で

あ
る
。）

3　
（
無
形
）
文
化
遺
産
保
護
と
人
権
保
護
の
衝
突

　
前
項
（
1
及
び
2
）
で
は
、
人
権
保
護
が
（
無
形
）
文
化
遺
産
保
護
に
繫
が
る
と
い
っ
た
、
言
わ
ば
両
者
の
積
極
的
な
関
係
に
つ
い
て

説
明
し
た
が
、
両
者
が
衝
突
す
る
場
合
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
（
消
極
的
な
）
関
）
25
（
係
に
つ
い
て
も
先
行
研
究
で
は
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
無
形
文
化
遺
産
条
約
第
二
条
（
一
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
無
形
文
化
遺
産
は
人
権
と
両
立
す
る
限
り
に
お
い
て
保
護
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
例
え
ば
陰
核
切
除
等
の
よ
う
に
、
一
部
の
者
に
と
っ
て
は
伝
統
的
な
文
化
的
実
践
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
人
権
を

侵
害
す
る
た
め
保
護
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
場
合
が
あ
）
26
（
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
性
別
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
（sexually 

segregated

）
儀
式
の
よ
う
に
判
断
が
難
し
い
場
合
も
あ
）
27
（

る
。



法学政治学論究　第112号（2017.3）

42

㈡
　
先
行
研
究
に
お
け
る
問
題
点

　
本
節
で
は
、
前
節
に
お
い
て
概
観
し
た
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。

　
第
一
に
指
摘
す
べ
き
点
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
（
無
形
）
文
化
遺
産
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人
権
（
文
化

的
生
活
に
参
加
す
る
権
利
及
び
／
又
は
文
化
的
権
利
）
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
っ
て
解
釈
が
大
き
く
異
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。「
文
化
的

権
利
」
は
、
狭
義
に
解
釈
し
た
場
合
に
は
「
文
化
的
生
活
に
参
加
す
る
権
利
」
と
い
っ
た
限
定
的
な
意
味
を
有
す
る
が
、
広
義
に
解
釈
し

た
場
合
に
は
「
表
現
の
自
由
」
や
「
教
育
の
権
利
」
等
も
含
む
こ
と
と
な
り
、
潜
在
的
に
は
五
〇
以
上
の
権
利
を
含
有
し
う
る
と
い
う
説

も
あ
る
ほ
ど
、
極
め
て
多
義
的
な
観
念
で
あ
）
28
（

る
。
こ
の
た
め
、
文
化
的
権
利
と
（
無
形
）
文
化
遺
産
を
直
ち
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
早
計

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
第
二
に
、
第
一
点
と
関
連
し
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
例
は
（
無
形
）
文
化
遺
産
を
直
接
的
な
検
討
対
象
と

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
た
い
。
各
事
例
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の
は
、
少
数
民
族
の
保
護
や
宗
教
の
自
由
と

い
っ
た
既
存
の
人
権
で
あ
り
、「
文
化
遺
産
へ
の
権
利
」
で
は
な
い
。
確
か
に
、
事
例
に
お
い
て
検
討
対
象
と
さ
れ
て
い
る
事
象
が
、（
無

形
）
文
化
遺
産
に
該
当
し
う
る
も
の
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
裁
判
所
等
は
そ
の
事
象
を
（
無
形
）
文
化
遺
産
と
し
て

扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
事
例
自
体
が
文
化
遺
産
を
権
利
の
対
象
と
し
て
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
事
例
と
（
無

形
）
文
化
遺
産
を
結
び
付
け
て
い
る
の
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
各
論
者
の
後
付
の
論
理
な
の
で
あ
）
29
（

る
。

　
第
三
に
、
以
上
の
二
点
に
関
連
し
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
文
化
遺
産
と
人
権
が
結
び
付
け
ら
れ
る
際
に
は
両
者
の
間
に
様
々
な
概
念

が
介
在
し
て
い
る
と
い
う
点
を
指
摘
し
た
い
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
は
、「
文
化
多
様
性
」
や
「
人
間
の
尊
厳
」
と
い
っ
た
概
念
が
挙
げ

ら
れ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
無
形
文
化
遺
産
は
「
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
お
け
る
中
心
的
役
）
30
（

割
」
を
有
す
る
或

い
は
、「
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
人
権
保
護
の
一
側
面
で
あ
）
31
（
る
」
等
の
記
述
が
屢
々
な
さ
れ
て
お
り
、「（
無
形
）
文
化
遺
産
」、
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「
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」、「
人
間
の
尊
厳
」、「
人
権
」
等
が
相
互
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
概
念
の
関
係
が
厳
密
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
全
体
が
関
連
し
あ
っ
て
い
る
と
漠
然
と
主
張
さ
れ
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、「
人
間
（
的
側
面
）」
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
で
「
人
権
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
も
見
ら
れ
）
32
（
る
が
、
両
者
は

決
し
て
同
義
で
は
な
い
。

　
以
上
の
諸
点
は
、
多
く
の
場
合
に
同
時
に
生
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
様
々
な
概
念
が
多
用
又
は
混
同
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
議
論
の

正
確
性
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
あ
）
33
（
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
恐
ら
く
、
両
者
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
た
め
厳
密
な
区
別

は
不
必
要
又
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
考
え
が
議
論
の
背
後
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
議
論
を
よ
り
客
観
的
に
進
め
る
た

め
に
は
そ
の
よ
う
な
事
態
は
望
ま
し
く
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、（
無
形
）
文
化
遺
産
と
人
権
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
は
幾
つ
か
の
問
題
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
に
お

い
て
は
両
者
を
結
び
付
け
る
議
論
が
盛
ん
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
端
は
、
以
下
の
通
り
、
先
行
研
究
に
お
け
る
①
裁

判
規
範
重
視
の
傾
向
と
、
②
（
無
形
）
文
化
遺
産
保
護
制
度
に
対
す
る
不
信
感
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
裁
判
規
範
重
視
の
傾
向
は
、
国
際
法
学
全
体
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
が
、
文
化
遺
産
法
に
お
け
る
議
論
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
と
り

わ
け
水
中
文
化
遺
産
や
可
動
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
し
て
は
、
各
国
の
判
例
が
論
考
の
素
材
と
な
る
こ
と
が
多
）
34
（

い
。
し
か
し
、
有
形
・
無

形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
し
て
は
そ
の
よ
う
な
判
例
が
殆
ど
な
い
。
そ
の
た
め
、
関
連
し
う
る
判
例
等
を
文
化
遺
産
法
の
範
囲
外
に
（
場

合
に
よ
っ
て
は
無
意
識
的
に
）
求
め
る
こ
と
と
な
り
、（
無
形
）
文
化
遺
産
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
且
つ
判
例
が
充
実
し
て
い
る
国
際
人
権
法

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、（
無
形
）
文
化
遺
産
と
人
権
を
結
び
付
け
る
議
論
を
展
開

す
る
諸
論
考
に
お
い
て
国
際
人
権
裁
判
所
等
の
事
例
の
検
討
に
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。

　
先
行
研
究
に
お
け
る
（
無
形
）
文
化
遺
産
保
護
制
度
に
対
す
る
不
信
感
は
、
世
界
遺
産
条
約
に
お
け
る
文
化
遺
産
保
護
制
度
の
低
評
価

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
一
般
的
に
、
世
界
遺
産
条
約
に
お
け
る
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文
化
遺
産
保
護
制
度
に
対
す
る
法
的
評
価
は
、
強
制
力
が
伴
わ
な
い
等
の
理
由
か
ら
低
い
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
世
界
遺

産
条
約
を
雛
形
と
し
た
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
関
し
て
も
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
上
の
保
護
制
度
に
対
す
る
期
待
は
低
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
（
一
般
的
な
国
際
法
観
念
の
下
で
）
保
護
制
度
に
重
大
な
意
義
を
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
際

に
は
文
化
遺
産
法
の
中
で
論
じ
る
内
容
を
欠
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
文
化
遺
産
法
の
外
部
に
検
討
対
象
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
以
上
の
考
察
・
分
析
に
基
づ
き
、
次
章
以
降
で
は
、
裁
判
規
範
重
視
で
は
な
い
国
際
法
観
念
に
基
づ
き
つ
つ
、
既
存
の
文
化
遺
産
保
護

制
度
を
再
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
法
に
お
け
る
無
形
文
化
遺
産
保
護
に
関
す
る
議
論
を
（
人
権
法
で
は
な
く
）
国
際
文
化
遺
産
法

の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
て
い
く
。
そ
の
た
め
の
作
業
と
し
て
、
次
章
で
は
、
無
形
文
化
遺
産
と
有
形
文
化
遺
産
の
関
係
を
再
考

す
）
35
（

る
。

二
　
無
形
文
化
遺
産
と
有
形
文
化
遺
産
の
関
係

㈠
　
先
行
研
究
の
考
察
：
有
形
／
無
形
と
い
う
二
分
法

　
有
形
文
化
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産
の
関
係
を
巡
っ
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
有
形
／
無
形
の
二
分
法
に
基
づ
い
て
論
じ
ら
れ
る
場

合
が
多
い
。
以
下
で
は
そ
の
よ
う
な
議
論
を
概
観
す
）
36
（

る
。

　
第
一
に
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
の
作
成
経
緯
に
照
ら
し
て
、
有
形
文
化
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産
が
相
対
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
場
合
が
散
見
さ
れ
る
。
同
条
約
が
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
世
界
遺
産
条
約
に
お
け
る
世
界
遺
産
登

録
数
の
地
域
格
差
と
い
う
問
題
が
あ
っ
）
37
（
た
。
即
ち
、
世
界
遺
産
登
録
数
は
欧
州
・
北
米
が
圧
倒
的
に
多
く
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
南
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米
等
の
登
録
数
と
の
不
均
衡
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
同
条
約
に
対
し
て
は
欧
州
中
心
主
義
的
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
是
正

す
べ
く
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
の
価
値
観
に
よ
り
適
合
的
で
あ
る
無
形
文
化
遺
産
が
、
条
約
に
よ
る
保
護
の
対
象
と
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
）
38
（
た
。
こ
の
た
め
、
欧
州
・
北
米
の
有
形
文
化
遺
産
対
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
の
無
形
文
化
遺
産
、
と
い
う
対
立
軸
が
強

調
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
）
39
（
る
。

　
第
二
に
、
世
界
遺
産
条
約
と
無
形
文
化
遺
産
条
約
の
違
い
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
形
／
無
形
の
二
分
法
が
助
長
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
先
ず
、「
保
）
40
（
護
」（safeguarding

）
と
い
う
語
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
説
明
が
挙
げ

ら
れ
る
。
即
ち
、「《
保
護
（safeguarding

）》
と
い
う
用
語
は
、《
保
護
（protection

）》
と
同
然
で
あ
る
（tantam

ount to

）
と
解
さ
れ
て

は
な
ら
な
）
41
（
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
保
護
（protection

）」
は
、
世
界
遺
産
条
約
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
で
あ
り
、

遺
産
の
認
定
や
目
録
の
作
成
を
指
）
42
（
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
保
護
（safeguarding

）」
は
、
無
形
文
化
遺
産
が
存
続
・
承
継
さ
れ
続
け
る
た

め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
含
む
概
念
で
あ
）
43
（
る
。
次
に
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
お
い
て
は
「
顕
著
な
」
と
い
う
観
念
が
一
覧
表
記
載
の

基
準
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
覧
表
記
載
の
過
程
を
通
し
て
無
形
文
化
遺
産
の
序
列
化
が
生
じ
る

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
世
界
遺
産
条
約
か
ら
の
重
大
な
概
念
上
の
逸
脱
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
）
44
（
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
点
を
指
摘
し
て
い
る
論
考
に
お
い
て
は
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
お
け
る
保
護
の
方
が
世
界
遺
産
条
約
の
そ
れ
よ
り
も
優

れ
て
い
る
と
い
う
論
調
が
窺
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
は
世
界
遺
産
条
約
の
反
省
点
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

前
者
に
は
改
善
点
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
条
約
の
間
に
見
出
さ
れ
る
差
異
の
中
に
は
、
単
に
両
者
の
特
徴
の
差
異
に
由
来
し
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
点
も
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
違
い
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
有
形
／
無
形
の
二
分
法
が
助
長
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
各
論
者
が
有
形
文
化
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産
の
い
ず
れ
に
焦
点
を
当
て
る
か
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
に
比
重
を
置
く
か
が
異

な
っ
て
く
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
即
ち
、
有
形
文
化
遺
産
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
論
者
は
無
形
文
化
遺
産
を
自
身
の
論
考
に
と
っ
て
付
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属
的
な
も
の
（accessories

）
と
見
る
の
に
対
し
て
、
無
形
文
化
遺
産
に
つ
い
て
主
張
す
る
論
者
は
有
形
文
化
遺
産
を
、
無
形
文
化
遺
産

を
具
現
化
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
）
45
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
有
形
文
化
遺
産
又
は
無
形

文
化
遺
産
の
い
ず
れ
か

0

0

0

0

に
比
重
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
両
者
が
一
体
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
に
、

先
行
研
究
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
論
文
の
表
題
は
有
形
文
化
遺
産
か
無
形
文
化
遺
産
の
い
ず
れ
か
に
言
及
す
る
の
み
で
あ
り
、
両
者
を
表

題
に
掲
げ
る
も
の
は
殆
ど
な
い
（
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
内
容
に
お
い
て
も
焦
点
は
い
ず
れ
か
一
方
に
当
て
ら
れ
て
い
る
）。
ま
た
、
諸
著
作
に
つ
い

て
も
、
有
形
文
化
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産
が
同
一
の
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
両
者
を
区
別
し
て

取
り
上
げ
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
無
形
文
化
遺
産
と
有
形
文
化
遺
産
の
対
立
軸
が
強
調
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
、
両
者
の
相
互
的
関
係
は
一
定
程
度
認
識
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、Lixinski

は
、「
有
形
対0

無
形
文
化
遺
産
（Tangible versus Intangible H

eritage

）」
と
い
う
表
題
の

下
で
有
形
／
無
形
の
二
分
法
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
概
し
て
両
者
の
区
別
を
強
調
し
て
い
る
が
、
同
じ
節
の
中
で
「
無
形
文
化
遺
産
は

有
形
の
も
の
に
よ
っ
て
の
み
表
現
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
有
形
の
も
の
は
無
形
の
要
素
に
よ
っ
て
の
み
意
義
を
有
す
）
46
（

る
」
と
も

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
二
分
法
と
い
う
「
区
別
」
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

㈡
　
無
形
文
化
遺
産
と
有
形
文
化
遺
産
の
類
似
点
・
共
通
点

　
前
節
で
考
察
し
た
通
り
、
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
無
形
文
化
遺
産
／
有
形
文
化
遺
産
と
い
う
二
分
法
が
意
識
的
又
は
無
意
識
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
二
分
法
を
形
成
し
て
い
る
の
は
、
文
化
遺
産
の
地
域
分
布
や
条
約
の
制
度
と
い
っ
た
、

有
形
及
び
無
形
文
化
遺
産
に
と
っ
て
外
在
的
な
要
素
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
両
者
の
類
似
点
・
共
通
点
を
示
す
諸
要
因
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
第
一
に
、
無
形
文
化
遺
産
も
有
形
文
化
遺
産
も
、
保
護
の
対
象
と
さ
れ
る
根
拠
は
そ
れ
が
有
す
る
文
化
的
な
価
値
或
い
は
そ
れ
が
置
か
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れ
て
い
る
文
化
的
文
脈
と
い
う
無
形
の
要
素
に
あ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
）
47
（
る
。
例
え
ば
、（
世
界
遺
産
条
約
の
下
で
は
）（
世
界
）
文
化
遺

産
と
し
て
数
々
の
教
会
や
寺
院
が
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
文
化
的
（
宗
教
的
）
意
義
／
文
脈
の
た
め
に
保
護
を
受
け

る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
意
義
等
を
欠
く
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
は
単
な
る
建
造
物
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
有
形
文
化
遺
産
の
保
護
に

お
い
て
も
、
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
有
形
物
そ
の
も
の
で
は
な
く
無
形
の
要
素
な
の
で
あ
）
48
（
る
。
同
様
に
、
例
え
ば
、
あ
る
舞
踊

が
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
法
的
保
護
を
受
け
る
根
拠
も
ま
た
、
そ
れ
が
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
を
担
っ
て
い
る
等
の
無
形
の

要
素
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
形
態
が
有
形
で
あ
る
か
無
形
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
文
化
遺
産
が
法
的
保
護
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
無
形
の
要
素
の
た
め
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
無
形
の
要
素
こ
そ
が
法
的
保
護
の
本
質
的
な
対
象
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
有
形
／
無
形
と
い
う
区
別
は
本
質
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
確
か
に
、
日
本
の
国
内
法
（
文
化
財
保
護
法
）
に
お
い
て
、
両
者
は
同
一
の
法
律
の
下
で
保
護
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
先
住
民

の
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
区
別
は
観
念
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
）
49
（
る
。

　
第
二
に
、
世
界
遺
産
条
約
と
無
形
文
化
遺
産
条
約
の
近
接
が
指
摘
さ
れ
う
る
。
世
界
遺
産
条
約
に
は
規
定
が
な
い
も
の
の
、「
世
界
遺

産
条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
）
50
（
針
」（
以
下
、「
作
業
指
針
」
と
す
る
。）
の
度
々
の
改
訂
を
通
し
て
、「
文
化
的
景
観
」
の
概
念
が
発
展
し
て

き
）
51
（

た
。
作
業
指
針
に
よ
れ
ば
、
文
化
的
景
観
と
は
、「
文
化
遺
産
で
あ
り
、
条
約
第
一
条
の
定
め
る
自
然
と
人
工
の
結
合
し
た
所
産
に
あ

た
る
も
の
」
で
あ
り
、
自
然
環
境
に
よ
る
物
理
的
制
約
及
び
／
又
は
機
会
の
影
響
下
並
び
に
社
会
的
、
経
済
的
及
び
文
化
的
な
力
の
影
響

下
に
お
け
る
人
間
社
会
の
発
展
を
示
す
も
の
で
あ
）
52
（

る
。
文
化
的
景
観
の
中
に
は
、
伝
統
的
な
生
活
様
式
と
密
接
に
か
か
わ
り
現
代
社
会
に

お
い
て
活
発
な
社
会
的
役
割
を
保
持
し
て
い
る
も
の
や
、
自
然
の
要
素
が
強
力
な
宗
教
的
・
美
的
・
芸
術
的
・
文
化
的
関
連
を
有
す
る
た

め
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
う
る
も
の
等
が
含
ま
れ
）
53
（
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
文
化
的
景
観
と
し
て
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
物
件
が
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の 

“Rice Terraces of the 

Philippine Cordilleras

” （
一
九
九
五
年
世
界
遺
産
登
）
54
（
録
）
と 

“Hudhud Chants of the Ifugao

” （
二
〇
〇
八
年
無
形
文
化
遺
産
登
）
55
（
録
）
で
あ
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る
。
こ
の
よ
う
に
、
世
界
遺
産
条
約
と
無
形
文
化
遺
産
条
約
が
同
一
の
保
護
対
象
を
擁
す
る
場
合
さ
え
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
条
約
の
成
立
過
程
に
関
し
て
、
無
形
文
化
遺
産
と
有
形
文
化
遺
産
に
つ
い
て
別
々
の
条
約
を
設
け
る
こ
と
が
唯
一
の
手
段
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
即
ち
、
世
界
遺
産
条
約
の
交
渉
時
に
は
無
形
文
化
遺
産
も
対
象
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
の
作
成
に
際
し
て
は
当
初
、
世
界
遺
産
条
約
へ
の
追
加
議
定
書
と
す
る
こ
と
や
世
界
遺

産
条
約
の
改
正
が
選
択
肢
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
）
56
（

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
も
、
無
形
文
化
遺
産
（
条
約
）
と
世
界
遺
産

（
条
約
）
が
対
照
的
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
近
接
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
無
形
文
化
遺
産

条
約
は
最
終
的
に
世
界
遺
産
条
約
の
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
の
で
あ
）
57
（

り
、
こ
の
点
に
鑑
み
て
も
、
無
形
／
有
形
の
二
分
法
が
両
者
の
関
係
を

適
切
に
反
映
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
国
際
文
化
遺
産
法
全
体
に
お
け
る
分
類
論
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。
文
化
遺
産
の
保
護
に
つ
い
て
国
際
法
学
の
俎
上
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
諸
問
題
の
中
に
は
、
平
時
の
保
護
に
関
し
て
は
、
有
形
及
び
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
の
他
に
、
可
動
文
化
財
の
保
護
や
水
中

文
化
遺
産
の
保
護
等
の
問
題
が
あ
る
。
先
ず
、
可
動
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
主
に
次
の
二
点
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
点
は
、

原
産
国
以
外
の
国
に
所
在
す
る
文
化
財
に
関
す
る
、
所
在
国
か
ら
原
産
国
へ
の
返
還
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
、
現
在
英
国

の
大
英
博
物
館
に
て
展
示
さ
れ
て
い
る
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
の
彫
刻
の
一
部
、
エ
ル
ギ
ン
・
マ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
ギ
リ
シ
ャ
が
返
還
を
求
め

て
い
る
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
文
化
財
に
対
し
て
い
ず
れ
の
国
が
所
有
権
を
持
つ
か
と
い
う
管
轄
権
の
競
合
が

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
国
家
間
の
、
即
ち
国
際
的
な
問
題
で
あ
る
と
い
え
）
58
（

る
。
第
二
点
は
、
文
化
財
輸
出
入
の
規
制
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
世
界
中
で
横
行
す
る
美
術
品
等
の
不
法
な
輸
出
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
各
国
が
協
力
し
て
文
化
財
輸
出
入
の
規
制
を
試

み
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
文
化
財
の
越
境
的
な
移
動
で
あ
り
、
そ
の
規
制
は
一
国
内
で

行
う
こ
と
は
で
き
ず
国
際
的
に
行
う
も
の
で
あ
）
59
（

る
。
次
に
、
水
中
文
化
遺
産
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

発
見
さ
れ
た
沈
没
船
に
つ
い
て
、
当
該
船
舶
の
旗
国
と
所
在
地
の
沿
岸
国
の
い
ず
れ
が
管
轄
権
を
有
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
管
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轄
権
の
競
合
が
問
題
と
な
る
一
方
で
、
沈
没
船
か
ら
私
的
に
持
ち
出
さ
れ
る
積
荷
を
巡
る
規
制
の
問
題
は
、
本
質
的
に
は
可
動
文
化
財
の

輸
出
入
規
制
と
類
似
し
た
性
質
を
帯
び
て
い
る
と
考
え
ら
れ
）
60
（

る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
い
ず
れ
も
「
本
来
的
に
国
際
問
題
で
あ
る
文
化
遺

産
保
護
」
で
あ
る
と
説
明
づ
け
ら
れ
る
。

　
他
方
で
、
有
形
文
化
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
は
、
い
ず
れ
も
「
国
際
化
し
た
国
内
問
題
で
あ
る
文
化
遺
産
保
護
（
本
来
的
に
は

国
内
問
題
で
あ
る
が
国
際
化
し
た
問
題
）」
で
あ
る
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
有
形
文
化
遺
産
も
無
形
文
化
遺
産
も
基
本
的
に
一
国
内
に
所

在
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
々
の
保
護
は
越
境
的
な
移
動
を
前
提
と
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
管
轄
権
の
競
合
は
生
じ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
価
値
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
国
際
的
に
保
護
す
る
仕
組

み
が
条
約
を
通
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
形
文
化
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
は
、
本
質
的
に
は
同
様
に
「
国
際

化
し
た
国
内
問
題
で
あ
る
文
化
遺
産
保
護
」
と
し
て
同
一
の
類
型
に
属
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
国
際
法
の
基
礎
理
論
の
観
点
か
ら
は
以
下
の
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
、
可
動
文
化
財
や
水
中
文
化
遺
産
の
保
護
等

の
本
来
的
に
国
際
的
な
問
題
は
、
国
際
法
は
国
家
間
関
係
を
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
成
り
立
っ
て
き
た
伝
統

的
な
国
際
法
理
論
に
適
合
的
で
あ
る
た
め
、
国
際
法
の
基
礎
的
な
理
論
枠
組
み
の
中
で
多
様
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
来
的
に
は
国
内
問
題
で
あ
っ
た
が
国
際
化
し
た
有
形
及
び
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
し
て
国
際
法
学
に
お
け
る
既

存
の
理
論
枠
組
み
の
中
で
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
事
柄
は
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
次
章
で
は
、
こ
の
こ
と
に
留
意
し
て
、「
国
際
法
」
観
念
を
よ
り
柔
軟
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
条
約
制
度
に
新
た
な
意
義
を
見
出
す

こ
と
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
国
際
法
観
念
を
柔
軟
に
捉
え
る
の
は
、
無
形
文
化
遺
産
保
護
に
関
す
る
議
論
と
伝
統
的
な
国

際
法
理
論
が
適
合
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
を
打
破
す
る
た
め
の
議
論
枠
組
み
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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三
　
国
際
法
に
お
け
る
無
形
文
化
遺
産
の
保
護

㈠
　
先
行
研
究
の
考
察
：
世
界
遺
産
条
約
及
び
無
形
文
化
遺
産
条
約
の
評
価

　
本
節
で
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
世
界
遺
産
条
約
及
び
無
形
文
化
遺
産
条
約
の
評
価
を
概
観
す
る
。
世
界
遺
産
条
約
に
関
す
る
先
行
研

究
に
つ
い
て
は
、
別
の
論
考
に
お
い
て
既
に
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
）
61
（
り
、
本
稿
で
は
次
の
二
点
の
み
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
即
ち
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
①
同
条
約
に
直
接
的
に
規
律
さ
れ
る
者
の
み
が
法
主
体
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
、

②
外
的
強
制
を
伴
う
規
範
の
み
が
国
際
法
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
点
（
①
）
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
世
界
遺
産
条
約
上
の
文
化
遺
産
保
護
制
度
に
お
い
て
は
、
締
約
国
や
、
世
界
の
文
化
遺

産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
の
た
め
の
政
府
間
委
員
会
（
以
下
、「
世
界
遺
産
委
員
会
」
と
す
る
。）
の
他
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

等
の
多
様
な
主
体
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
記
念
物
及
び
遺
跡
に
関
す
る
国
際
会
議
」（
以
下
、「
イ
コ
モ
ス
」
と
す
る
。）
に
は
、

そ
の
代
表
者
一
名
が
世
界
遺
産
委
員
会
の
会
議
に
顧
問
資
格
で
出
席
す
る
こ
と
や
世
界
遺
産
一
覧
表
へ
の
記
載
に
関
す
る
評
価
を
行
う
こ

と
等
が
認
め
ら
れ
て
い
）
62
（
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
主
体
は
、
条
約
制
度
へ
の
「
参
加
者
」
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
条
約
に
間
接
的
に
規
律
さ
れ
る
（
或
い
は
、
間
接
的
に
し
か
規
律
さ
れ
な
い
）
そ
れ
ら
の
主
体
は
「
法
主
体
」
と
し
て
は

認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
第
二
点
（
②
）
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
世
界
遺
産
条
約
で
は
、
第
四
条
に
お
い
て
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
文

化
遺
産
に
つ
い
て
締
約
国
の
保
護
義
務
が
、
第
五
条
に
お
い
て
は
、
自
国
領
域
内
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
文
化
遺
産
の
保
護
に
つ
い
て
締

約
国
の
努
力
事
項
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
第
五
条
に
つ
い
て
は
殆
ど
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
、
第
四
条
に
つ
い
て
は
、
同
条
が
規
定
す
る
の
は
道
徳
的
な
責
務
（duty

）
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
理
解
が
流
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布
し
て
い
）
63
（
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
よ
り
も
む
し
ろ
、
先
行
研
究
の
関
心
を
集
め
て
い
る
の
は
、
専
ら
世
界
遺
産
一
覧
表
の
制
度
で
あ
）
64
（
る
。
世

界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
物
件
が
一
定
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、「
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産
一
覧
表
」（
以
下
、「
危
機

遺
産
一
覧
表
」
と
す
る
。）
に
記
載
さ
れ
る
）
65
（
が
、
そ
の
後
も
状
況
が
是
正
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
両
一
覧
表
か
ら
削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
）
66
（
る
。

こ
の
よ
う
な
手
続
き
上
の
制
裁
（
外
的
強
制
）
が
伴
う
と
い
う
点
で
、
世
界
遺
産
一
覧
表
に
よ
る
保
護
は
、
第
四
条
及
び
第
五
条
の
み
に

よ
る
保
護
と
異
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
差
異
に
こ
そ
、
先
行
研
究
が
同
一
覧
表
の
制
度
を
重
視
す
る
理
由
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　
続
い
て
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
つ
い
て
は
、
①
社
会
、
集
団
及
び
個
人
（com

m
unities, groups and individuals

）
に
十
分
な
役
割
が

与
え
ら
れ
て
い
な
い
、
ま
た
、
②
同
条
約
に
よ
る
保
護
は
実
効
性
を
欠
く
、
と
い
う
趣
旨
の
議
論
が
主
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
先
ず
、
第
一
点
（
①
）
の
概
要
を
説
明
す
る
。
同
条
約
に
お
い
て
、
社
会
、
集
団
及
び
個
人
は
、
無
形
文
化
遺
産
の
担
い
手

（bearer

）
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
）
67
（
る
。
同
条
約
第
一
一
条
で
は
、
無
形
文
化
遺
産
の
認
定
に
際
し
て
「
社
会
、
集
団
及
び
関
連
の
あ
る
民

間
団
体
の
参
加
」
を
得
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
五
条
に
お
い
て
は
、「
締
約
国
は
、
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す

る
活
動
の
枠
組
み
の
中
で
、
無
形
文
化
遺
産
を
創
出
し
、
維
持
し
及
び
伝
承
す
る
社
会
、
集
団
及
び
適
当
な
場
合
に
は
個
人
の
で
き
る
限

り
広
範
な
参
加
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
並
び
に
こ
れ
ら
の
も
の
を
そ
の
管
理
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
は
過
度
な
主
権
重
視
で
あ
）
68
（

る
、
或
い
は
、
国
家
思
考
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
）
69
（
る
等
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
社
会
等
の
役
割
に
つ
い
て
は
、「
社
会
の
参
加
は
国
内
レ
ベ
ル
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
社
会

は
条
約
履
行
の
国
際
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
居
場
所
を
有
さ
な
い
と
思
わ
れ
）
70
（

る
」
或
い
は
、
社
会
参
加
の
要
素
は
「
非
常
に
小
さ
な
役
割
」

し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
）
71
（
い
、
さ
ら
に
、「
社
会
は
国
際
的
な
規
範
設
定
と
文
化
遺
産
の
保
護
の
目
立
た
な
い
位
置
（backseat

）
に
置
か
れ

て
い
）
72
（

る
」
等
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
、
集
団
及
び
個
人
の
参
加
に
つ
い
て
規
定
し
た
第
一
一
条
⒝
及
び
第
一
五
条
は
、「
牙

を
欠
い
た
文
言
（toothless form

ulation

）」
と
評
さ
れ
て
い
）
73
（

る
。
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次
に
、
第
二
点
（
②
）
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
お
け
る
一
覧
表
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
無
形
文

化
遺
産
の
国
際
的
保
護
の
中
核
で
あ
る
と
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
覧

表
制
度
は
法
的
保
障
と
な
る
よ
り
は
む
し
ろ
自
国
領
域
に
所
在
す
る
無
形
文
化
遺
産
を
可
視
化
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
、
そ
し
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
全
体
が
法
的
保
障
を
欠
い
て
い
）
74
（
る
、
と
い
う
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
無
形
文
化
遺
産
の
国
内
的
保
護
に
つ
い
て
定
め
た
同
条
約
第
Ⅲ
部
に
つ
い
て
は
、
第
一
一
条
⒜
に
定
め
ら
れ
た
一
般
的
な

義
務
は
存
在
す
る
も
の
の
、
最
も
関
連
の
あ
る
諸
規
）
75
（
定
は
締
約
国
が
保
護
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
と
る
よ
う
に
努
め
る
（shall 

endeavour

）
と
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
よ
う
な
文
言
は
実
効
的
な
法
的
義
務
の
発
生
を
妨
げ
て
い
）
76
（

る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
を
指
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
同
条
約
が
「
法
的
な
牙
（legal bite

）」
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
い

う
理
解
も
示
さ
れ
て
い
）
77
（

る
。

　
こ
の
よ
う
な
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
関
す
る
議
論
は
、
以
下
の
通
り
、
既
に
述
べ
た
世
界
遺
産
条
約
に
関
す
る
議
論
と
同
様
の
国
際
法

観
念
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
ず
、
法
主
体
に
関
し
て
は
、
社
会
や
個
人
が
条
約
上
国
際
的
レ
ベ
ル
で
与
え
ら
れ
て
い

る
役
割
が
国
家
に
比
べ
て
小
さ
い
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、（
国
家
の
よ
う
に
）
条
約
に
直
接
的
に
規
律
さ
れ
国
際
的
レ
ベ
ル

に
お
い
て
直
接
的
か
つ
重
大
な
役
割
を
与
え
ら
れ
た
主
体
の
み
が
法
的
意
義
を
有
す
る
と
い
う
よ
う
な
理
解
が
根
底
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

次
に
、
法
規
範
に
関
し
て
は
、
努
力
義
務
を
定
め
る
（
に
過
ぎ
な
い
）
規
定
に
意
義
が
見
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
条
約
全
体
の
評
価
と
し
て

「
法
的
な
牙
（legal bite

）」
の
欠
如
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
規
範
に
は
外
的
強
制
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前

提
が
存
在
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　
以
上
で
考
察
し
て
き
た
、
世
界
遺
産
条
約
及
び
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
共
通
し
て
次
の
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。
即
ち
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
条
約
は
間
接
的
に
（
で
は
あ
れ
）
国
家
以
外
の
主
体
を
規
律
し
て
い
る
と
い
う
点
と
、
外
的
強
制

を
伴
う
規
範
だ
け
が
法
規
範
で
は
な
い
筈
で
あ
る
（
換
言
す
れ
ば
、
内
的
強
制
に
よ
り
規
律
す
る
規
範
も
ま
た
法
規
範
で
あ
り
う
る
）
と
い
う
点
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を
看
過
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
こ
と
に
留
意
し
て
両
条
約
の
再
評
価
を
試
み
る
こ
と
と
す

る
。

㈡
　
国
際
法
に
お
け
る
有
形
及
び
無
形
文
化
遺
産
保
護
の
再
評
価
／
再
考

　
本
節
で
は
、
次
の
三
点
に
着
目
し
て
、
国
際
法
に
お
け
る
有
形
・
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
の
再
評
価
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
即
ち
、

①
世
界
遺
産
条
約
及
び
無
形
文
化
遺
産
条
約
は
間
接
的
に
国
家
以
外
の
主
体
を
規
律
し
て
い
る
、
②
内
的
強
制
に
よ
り
規
律
す
る
規
範
が

条
約
の
内
外
に
存
在
し
て
い
る
、
そ
し
て
、
③
国
家
以
外
の
主
体
に
対
し
て
直
接
的
規
律
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
条
約
以
外
の
規

範
で
あ
る
筈
で
あ
る
。

1　

世
界
遺
産
条
約

　
先
ず
、
国
家
以
外
の
主
体
に
対
す
る
間
接
的
規
律
に
関
し
て
、
世
界
遺
産
条
約
上
の
文
化
遺
産
保
護
制
度
に
お
い
て
国
家
以
外
の
主
体

に
様
々
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
前
述
の
通
り
イ
コ
モ
ス
に
は
諮
問
機
関
と
し
て
様
々
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て

い
る
上
に
、
そ
の
他
の
公
的
若
し
く
は
私
的
な
機
関
又
は
個
人
に
つ
い
て
も
世
界
遺
産
委
員
会
の
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ

て
い
）
78
（
る
。
さ
ら
に
、
各
締
約
国
が
世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
す
る
暫
定
リ
ス
ト
（
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
の

目
）
79
（

録
）
の
準
備
に
際
し
て
は
、
幅
広
い
利
害
関
係
者
（
管
理
者
、
地
方
自
治
体
、
地
域
社
会
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
）
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
締
約
国
に

奨
励
さ
れ
て
い
）
80
（

る
。
こ
れ
ら
は
、
条
約
に
よ
る
間
接
的
規
律
で
あ
る
と
説
明
づ
け
ら
れ
る
。

　
次
に
、
内
的
強
制
を
伴
う
規
範
に
焦
点
を
当
て
て
い
く
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
一
様
に
重
視
さ
れ
て
い
る
世
界
遺

産
一
覧
表
制
度
の
、
次
の
よ
う
な
側
面
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
世
界
遺
産
一
覧
表
の
制
度
に
お
い
て
は
、
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
た
後
に
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
世
界
遺
産
登
録
を
抹
消
さ
れ
る
た
め
、
同
一
覧
表
記
載
物
件
と
一
覧
表
自
体
の
質
は
保
た
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れ
る
も
の
の
、
個
々
の
文
化
遺
産
の
保
護
が
貫
徹
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
作
業
指
針
第
八
九
、
九
六
及
び
九
七
段
落
で
は
、

世
界
遺
産
登
録
の
た
め
に
は
国
内
に
お
い
て
既
に
一
定
程
度
の
保
護
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
世

界
遺
産
一
覧
表
は
必
ず
し
も
よ
り
保
護
を
必
要
と
す
る
文
化
遺
産
を
保
護
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
世
界
遺
産
条
約
に
お
い
て
文
化
遺
産
保
護
に
と
っ
て
よ
り
重
要
で
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
、
同
条
約
第
四
条
及
び
第
五
条
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
条
文
は
、
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
、
つ
ま
り
、

「
世
界
遺
産
」
だ
け
で
は
な
く
文
化
遺
産
一
般
を
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
れ
ら
の
条
文
に
お
け
る
保
護
は
、
世
界

遺
産
一
覧
表
制
度
に
お
け
る
危
機
遺
産
一
覧
表
へ
の
記
載
や
同
一
覧
表
及
び
世
界
遺
産
一
覧
表
か
ら
の
削
除
と
い
う
手
続
き
上
の
制
裁

（
外
的
強
制
）
を
伴
わ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
両
条
文
に
伴
う
内
的
強
制
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
世
界

遺
産
一
覧
表
の
制
度
に
伴
う
そ
の
よ
う
な
外
的
強
制
は
、
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
物
件
を
国
際
的
な
管
理
下
に
入
れ
る
、
と
い

う
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
強
制
で
は
な
い
と
い
う
点
が
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
）
81
（
い
。
つ
ま
り
、
最
終
的
に
は
内
的
強
制
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
り
、
同
一
覧
表
制
度
に
伴
う
の
は
、
外
的
強
制
と
は
い
え
、
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先

行
研
究
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
一
覧
表
制
度
と
の
差
異
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
問
題
は
、
実
際
に
は
、
強
制
力
の
有
無
と
い
う
点
よ
り

も
む
し
ろ
、
一
覧
表
制
度
の
実
態
が
可
視
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
四
条
及
び
第
五
条
の
実
態
が
国
際
的
平
面
に
お
い
て
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
可
視
化
の
有
無
と
い
う
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
第
四
条
及
び

第
五
条
は
締
約
国
に
内
的
強
制
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
筈
で
あ
る
。

2　

無
形
文
化
遺
産
条
約

　
先
ず
、
国
家
以
外
の
主
体
に
対
す
る
間
接
的
規
律
に
つ
い
て
、
社
会
、
集
団
及
び
個
人
に
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て

い
る
役
割
に
つ
い
て
要
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
前
述
の
通
り
、
同
条
約
で
は
、
無
形
文
化
遺
産
の
認
定
に
お
け
る
社
会
等
の
参
加
や
、
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無
形
文
化
遺
産
保
護
活
動
へ
の
社
会
、
集
団
及
び
個
人
の
広
範
な
参
加
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、「
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約

の
実
施
の
た
め
の
運
用
指
示
書
」（
以
下
、「
運
用
指
示
書
」
と
す
）
82
（

る
。）
に
お
い
て
も
同
様
の
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
）
83
（

る
。
さ
ら
に
、
無
形
文
化

遺
産
条
約
の
実
施
に
助
言
団
体
と
し
て
参
加
す
る
民
間
団
体
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
認
定
さ
れ
た
民
間
団
体
は
「
緊
急
に

保
護
す
る
必
要
が
あ
る
無
形
文
化
遺
産
の
一
覧
表
」（
以
下
、「
緊
急
遺
産
一
覧
表
」
と
す
る
。）
へ
の
記
載
申
請
等
の
検
討
に
際
し
て
無
形
文

化
遺
産
の
保
護
の
た
め
の
政
府
間
委
員
会
（
以
下
、「
委
員
会
」
と
す
る
。）
に
評
価
報
告
書
を
提
出
す
る
等
の
助
言
機
能
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
）
84
（
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
、
無
形
文
化
遺
産
が
社
会
等
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
な
け
れ
ば
存
続
し
え
な
い
と
い
う
無
形
文
化
遺
産

の
特
徴
に
適
合
し
な
が
ら
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
は
社
会
等
に
対
し
て
間
接
的
規
律
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
世
界
遺
産
条
約
の
場
合
と
同
様
に
、
内
的
強
制
の
み
を
伴
う
規
範
の
存
在
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。
先
ず
、「
人
類
の
無
形
文

化
遺
産
の
代
表
的
な
一
覧
表
」（
以
下
、「
代
表
的
一
覧
表
」
と
す
る
。）
に
記
載
さ
れ
る
基
準
と
し
て
、
保
護
措
置
が
既
に
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
覧
表
は
既
に
保
護
さ
れ
て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
）
85
（
る
。
従
っ
て
、
無

形
文
化
遺
産
保
護
の
観
点
か
ら
よ
り
着
目
す
べ
き
は
緊
急
遺
産
一
覧
表
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
「
法
的
な
牙
（legal bite

）」
を
欠

く
と
し
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
通
り
、
あ
る
無
形
文
化
遺
産
が
緊
急
遺
産
一
覧
表
に
記
）
86
（
載
さ
れ
、
評
価
の
結
果
同
一
覧
表
記
載
の
た
め
の
基

準
を
も
は
や
満
た
さ
な
い
と
委
員
会
が
決
定
し
た
場
合
に
は
、
同
一
覧
表
か
ら
削
除
さ
れ
）
87
（

る
。
つ
ま
り
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
お
け
る

保
護
義
務
も
世
界
遺
産
条
約
に
お
け
る
そ
れ
と
同
様
に
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
強
制
力
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
）
88
（
る
。
他
方
で
、

同
条
約
で
は
こ
の
よ
う
な
一
覧
表
制
度
（「
国
際
的
保
護
」（
第
Ⅳ
部
））
の
他
に
、「
国
内
的
保
護
」（
第
Ⅲ
部
）
が
定
め
ら
れ
て
い
）
89
（

る
。
こ
の

第
Ⅲ
部
（
第
一
一
条
乃
至
第
一
五
条
）
は
、
自
国
領
域
内
に
存
在
す
る
全
て
の
無
形
文
化
遺
産
を
保
護
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と

る
一
般
的
な
責
務
（duty

）
を
課
す
も
の
で
あ
）
90
（
る
。
そ
し
て
、
第
一
三
条
（
同
条
は
世
界
遺
産
条
約
第
五
条
を
基
に
作
成
さ
れ
た
）
で
は
、
保

護
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
社
会
に
お
け
る
無
形
文
化
遺
産
の
役
割
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
な
政
策
を
と
る
よ
う
努
め
る
（shall 

endeavour

）
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
）
91
（
る
。
世
界
遺
産
条
約
第
四
条
及
び
第
五
条
に
つ
い
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
規
定
も
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ま
た
内
的
強
制
に
よ
っ
て
締
約
国
を
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
。

3　

そ
の
他

　
以
下
で
は
、
条
約
外
で
国
家
と
そ
れ
以
外
の
主
体
を
内
的
強
制
に
よ
り
直
接
的
に
規
律
し
う
る
規
範
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が

ら
検
討
す
る
。

　
先
ず
、
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ク
に
お
け
る
文
化
遺
産
に
対
す
る
危
機
に
対
応
し
て
行
わ
れ
て
き
た
、
ユ
ネ
ス
コ
の
様
々
な
取
組
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ユ
ネ
ス
コ
で
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
以
降
繰
り
返
し
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ク
に
お
け
る
文
化
遺
産
破
壊
に
関
し
て
事
務
総
長
に
よ
る
非
難

声
明
等
が
出
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
で
は
、
紛
争
の
全
て
の
当
事
者
或
い
は
（
個
人
を
含
む
）
国
際
社
会
全
体
に
対
し
て
文
化

遺
産
の
保
護
が
求
め
ら
れ
て
き
）
92
（

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
二
〇
一
五
年

六
月
に
世
界
遺
産
委
員
会
会
期
中
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
遺
産
の
た
め
の
結
束
連
合
」（U

nite for H
eritage Coalition

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
と
り
わ
け
中
東
に
お
け
る
文
化
遺
産
の
意
図
的
な
破
壊
に
直
面
し
て
各
国
政
府
と
す
べ
て
の
利
害
関
係
者
の
動

員
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
）
93
（
る
。

　
次
に
、
主
と
し
て
無
形
文
化
遺
産
保
護
に
関
す
る
倫
理
規
範
（
行
動
規
範
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ユ
ネ
ス
コ
で
は
現
在
、「
倫
理

（ethics

）
は
、
必
ず
し
も
法
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
人
間
又
は
文
化
の
観
点
か
ら
、
社
会
又
は
共
同
体
に
お
け
る
容
認
可
能
及
び
不
可

能
な
行
動
に
関
す
る
行
動
規
範
（norm

s of conduct

）
で
あ
）
94
（

る
」
と
い
う
理
解
の
下
で
、
無
形
文
化
遺
産
の
た
め
の
倫
理
規
範
（codes of 

ethics

）
の
作
成
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
に
は
、
倫
理
規
範
作
成
へ
向
け
た
専
門
家
委
員
会
が
開
か
れ
、
そ
の
後
に
行
わ
れ

た
政
府
間
委
員
会
に
お
い
て
「
無
形
文
化
遺
産
保
護
の
た
め
の
倫
理
原
則
」
が
是
認
さ
れ
）
95
（
た
。
こ
の
倫
理
原
則
は
、
無
形
文
化
遺
産
条
約

及
び
そ
の
運
用
指
示
書
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
倫
理
規
範
の
生
成
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
）
96
（

る
。
な
お
、

専
門
家
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
無
形
文
化
遺
産
の
た
め
の
倫
理
規
範
の
名
宛
人
は
「
無
形
文
化
遺
産
を
実
践
す
る
社
会
、
集
団
及
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び
個
人
か
ら
、
そ
の
他
の
個
人
、
例
え
ば
、
考
古
学
、
文
化
研
究
、
民
間
伝
承
、
歴
史
、
知
的
財
産
及
び
口
承
の
歴
史
の
分
野
に
お
け
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
観
光
客
、
研
究
員
又
は
学
）
97
（

生
」
等
に
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
（
そ
し
て
、
そ
の
他
の
可
能
性
は
示
さ
れ
て
い
な
い
）。

も
っ
と
も
、
こ
の
倫
理
規
範
は
起
草
段
階
で
あ
る
た
め
、
実
定
法
と
し
て
検
討
す
る
た
め
に
は
そ
の
成
立
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
98
（
い
。

結
　
論

　
本
稿
で
は
、
国
際
法
観
念
を
柔
軟
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
国
際
法
に
お
け
る
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
人
権
法
の

議
論
と
結
び
付
け
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
類
似
し
た
条
約
制
度
を
擁
す
る
有
形
文
化
遺
産
と
結
び
付
け
て
、
文
化
遺
産
法
の
中
で
議
論
を
深

め
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
主
に
次
の
二
点
が
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
第
一
に
、
第
三
章
第
二
節
第
1
項
乃
至
第
3
項
で
取
り
上
げ
た
規
範
の
う
ち
、
国
際
法
学
の
理
論
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
は

い
ず
れ
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
国
際
法
理
論
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。

現
状
の
国
際
法
学
に
お
い
て
は
、
第
1
項
乃
至
第
3
項
の
い
ず
れ
も
法
的
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、

国
際
社
会
の
現
実
に
適
合
す
る
た
め
に
、
理
論
上
の
位
置
づ
け
を
得
る
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
考
察
が

国
際
法
理
論
を
検
討
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
同
様
の
考
察
を
多
様
な
分
野
で
蓄
積
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
第
二
に
、（
手
続
き
上
の
制
裁
を
含
め
た
）
外
的
強
制
を
伴
う
規
範
と
異
な
り
、
内
的
強
制
の
み
を
伴
う
規
範
は
、
そ
れ
が
機
能
し
て
い

る
か
否
か
又
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
か
が
、
国
際
的
平
面
に
お
い
て
明
確
に
な
り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、

そ
の
よ
う
な
規
範
が
国
際
法
規
範
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く
い
と
い
う
こ
と
に
繫
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
内
的
強
制
の
み
を
伴
う
規

範
を
国
際
法
規
範
と
し
て
認
識
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
規
範
が
実
際
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
素
材
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
大
聖
堂
の
事
例
と
エ
ル
ベ
渓
谷
の
事
例
の
比
較
検
討
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
者
は
、
同
一
国



法学政治学論究　第112号（2017.3）

58

内
の
世
界
遺
産
で
、
い
ず
れ
も
危
機
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
ケ
ル
ン
大
聖
堂
は
、
危
機
を
脱
し
て
世
界
遺

産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
続
け
た
（
危
機
遺
産
一
覧
表
か
ら
は
削
除
さ
れ
た
）
の
に
対
し
て
、
エ
ル
ベ
渓
谷
は
危
機
か
ら
脱
す
る
こ
と
な
く
両

一
覧
表
か
ら
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
主
体
に
対
し
て
様
々
な
規
範
が
ど
の

よ
う
に
規
律
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
）
99
（
か
。
こ
れ
を
次
の
課
題
と
し
て
本
稿
の
結
び
と
し

た
い
。（

1
）  

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
を
見
よ
。

（
2
）  

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
第
二
節
を
見
よ
。

（
3
）  

山
口
美
帆
「
文
化
遺
産
の
国
際
的
保
護
に
お
け
る
国
際
法
観
念

―
伝
統
的
理
論
と
現
代
的
言
説
の
狭
間
で

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第

九
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
九
―
六
八
頁
。

（
4
）  

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
第
一
節
を
見
よ
。

（
5
）  F. Lenzerini, 

“Intangible Cultural H
eritage: The Living Culture of Peoples

”, European Journal of International Law, vol. 22 

（2011

）, p. 114.

（
6
）  Ibid., p. 115.

（
7
）  

本
節
の
考
察
対
象
の
一
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。L. Lixinski, Intangible Cultural H

eritage in International Law 

（O
xford, 2013

）, 
pp. 145 -173; M

. C. M
affei, 

“Food as a Cultural Choice: A H
um

an Right to Be Protected?

”; in S. Borelli/ F. Lenzerini 

（eds.

）, 
Cultural H

eritage, Cultural Rights, Cultural D
iversity: N

ew D
evelopm

ents in International Law （Leiden, 2012

）, pp. 83 -106; Y. 
D
onders, 

“Do Cultural D
iversity and H

um
an Rights M

ake a G
ood M

atch?

”, International Social Science Journal, vol. 61 

（2010

）, pp. 15 -35; K. Ziegler, 

“Cultural H
eritage and H

um
an Rights

”, U
niversity of O

xford Faculty of Law Legal Studies Re-
search Paper Studies, W

orking Paper N
o. 26/2007 （2007

）, pp. 1 -23.

（
8
）  B. Saul/ D. Kinley/ J. M

ow
bray, The International Covenant on Econom

ic, Social and Cultural Rights: Com
m
entary, Cases 

and M
aterials 

（O
xford, 2014

）, p. 1190; Com
m
ittee on Econom

ic, Social and Cultural Rights, G
eneral Com

m
ent N

o. 21, E/
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C.12/G
C/21, para. 50.

（
9
）  Lixinski, supra note 7, pp. 154 -170; H

um
an Rights Council, 

“Report of the Independent Expert in the Field of Cultural 
Rights

” （by R. Shaheed

）, A/H
RC/17/38 （21 M

arch 2011

） paras. 33 -48.
（
10
）  Ziegler, supra note 7, pp. 9 -15.

（
11
）  H

um
an Rights C

om
m
ittee, C

om
m
unication N

o. 511/1992, Ilm
ari Länsm

an et al v. Finland, U
N
 D

oc. C
C
PR/C

/52/
D
/511/1992, 8 N

ovem
ber 1994; H

um
an Rights Com

m
ittee, Com

m
unication N

o. 671/1995, Jouni E. Länsm
an et al v. Finland, 

U
N
 D

oc. CCPR/C/58/D
/671/1995, 22 N

ovem
ber 1996; H

um
an Rights Com

m
ittee, Com

m
unication N

o. 1023/2001, Jouni 
Länsm

an, Eino Länsm
an and M

outkatunturi H
erdm

an

’s Com
m
ittee v. Finland, U

N
 D

oc. CCPR/C/83/D
/1023/2001, 12 April 

2005.

（
12
）  ECtH

R Application N
o. 7050/75, Case of Cha

’Are Shalom
 ve Tsedek v. France, judgem

ent of 27 June 2000.

（
13
）  H

um
an Rights Com

m
ittee, Com

m
unication N

o. 549/1993, Francis H
opu and Tepoaitu Bessert v. France, U

N
 D

oc. CCPR/
C/60/D

/549/1993/Rev/1. 29 D
ecem

ber 1997.

（
14
）  I/A Court H

R, Case of the M
ayagna （Sum

o

） Awas Tingni Com
m
unity v. N

icaragua, judgem
ent of 31 August 2001, Series C 

N
o. 79; I/A Court H

R.

（
15
）  H

um
an Rights Com

m
ittee, Com

m
unication N

o. 197/1985, Ivan Kitok v. Sweden, U
N
 D

oc. CCPR/C/33/D
/197/1985, 10 Au-

gust 1988.

（
16
）  Ibid., paras. 9.1 -9.3.

（
17
）  ECtH

R Application N
o. 25289/94, Case of Lee v. U

nited Kingdom
, judgem

ent of 18 January 2001.

（
18
）  Ibid., paras. 75 -76.

（
19
）  I/A Court H

R, Case of the Yakye A
xa Indigenous Com

m
unity v. Paraguay, judgem

ent of 17 June 2005, Series C N
o. 125.

（
20
）  I/A Court H

R, Case of the Sawhoyam
axa Indigenous Com

m
unity v. Paraguay, judgem

ent of 29 M
arch 2006, Series C N

o. 
146.

（
21
）  Case of the Yakye A

xa Indigenous Com
m
unity, supra note 19, paras. 155 -156; Case of the Sawhoyam

axa Indigenous Com
-

m
unity, supra note 20, paras. 143 -144.



法学政治学論究　第112号（2017.3）

60

（
22
）  Case of the Yakye A

xa Indigenous Com
m
unity, supra note 19, paras. 135, 137; Case of the Sawhoyam

axa Indigenous Com
-

m
unity, supra note 20, paras. 118, 121.

（
23
）  African Com

m
ission on H

um
an and Peoples

’ Rights Com
m
unication N

o. 276/2003, Centre For M
inoriy Rights D

evelopm
ent 

（Kenya

） and M
inority Rights G

roup International on Behalf of Endrois W
elfare Council v. Kenya, A

H
RLR 75, 4 February 

2010.

（
24
）  Ibid., para. 251.

（
25
）  Lixinski, supra note 7, p. 172.

（
26
）  Ibid.; Lenzerini, supra note 5, p. 117.

（
27
）  J. Blake, International Cultural H

eritage Law （O
xford, 2015

）, p. 286.

（
28
）  

文
化
的
権
利
の
解
釈
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
を
参
考
に
し
た
。Y. D

onders, 

“International H
um

an Rights and Cultural D
iversity: A 

Balancing Act

”, Rom
anian Journal of Com

parative Law, vol. 4 （2013

）, p. 127; D
onders, supra note 7, p. 18; Blake, supra note 

27, p. 304.

（
29
）  

但
し
、（
無
形
）
文
化
遺
産
保
護
の
為
の
手
段
を
模
索
す
る
と
い
う
特
定
の
目
的
に
と
っ
て
は
、
人
権
保
護
を
通
し
て
（
無
形
）
文
化
遺
産
保

護
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
意
義
を
有
す
る
。

（
30
）  Blake, supra note 27, p. 308.

（
31
）  Lixinski, supra note 7, p. 145.

（
32
）  H

RC, supra note 9, paras. 9 -17, 23 -27.

（
33
）  

そ
の
よ
う
な
議
論
の
代
表
例
と
し
て
次
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。M

affei, supra note 7, pp. 83 -106; F. Lenzerini, 

“The Tension be-
tw

een Com
m
unities

’ Cultural Rights and G
lobal Interests: The Case of the M

āori M
okom

okai

”; in Borelli/ Lenzerini, supra 
note 7, pp. 157 -177; L. Pineschi, 

“Cultural D
iversity as a H

um
an Right? G

eneral Com
m
ent N

o. 21 of the Com
m
ittee on Eco-

nom
ic, Social and Cultural Rights

”; in ibid., pp. 29 -53.

（
34
）  

こ
の
点
に
関
す
る
参
考
文
献
と
し
て
、
次
の
文
献
が
挙
げ
ら
れ
る
。P. V

igni, 

“The Enforcem
ent of U

nderw
ater Cultural H

eritage by 
Courts

”; in F. Francioni/ J. G
ordley 

（eds.

）, Enforcing International Cultural H
eritage Law 

（O
xford, 2013

）, pp. 125 -149; P. 
G
erstenblith, 

“Enforcem
ent by D

om
estic Courts: Crim

inal Law
 and Forfeiture in the Recovery of Cultural O

bjects

”; in ibid., 
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pp. 150 -174.

（
35
）  

国
際
文
化
遺
産
法
の
他
分
野
に
お
い
て
は
、
次
の
論
考
に
お
い
て
裁
判
規
範
以
外
の
規
範
等
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。A. Chechi, 

“Plurality and Coordination of D
ispute Settlem

ent M
ethods in the Field of Cultural H

eritage

”; in Francioni/ G
ordley, supra 

note 34, pp. 177 -205; D. Fincham
, 

“Social N
orm

s and Illicit Cultural H
eritage

”; in ibid., pp. 206 -227. 

な
お
、
現
在
ユ
ネ
ス
コ
に

お
い
て
各
種
文
化
遺
産
の
国
際
的
保
護
を
統
合
的
に
扱
お
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
際
文
化
遺
産
法
の
他
分
野
を
考
慮
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。Joint Statem

ent by the Chairpersons of the Com
m
ittees of the U

N
ESCO

 Culture Conventions （29 
June 2015, Bonn

）, available at: http://w
hc.unesco.org/en/new

s/1305/ （last visited 12.10.2016

）.

（
36
）  

も
っ
と
も
、
有
形
／
無
形
と
い
う
二
分
法
自
体
が
議
論
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。Lixinski, supra note 7, p. 19.

（
37
）  C. Forrest, International Law and the Protection of Cultural H

eritage （London, 2010

）, p. 365.

（
38
）  

次
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
無
形
文
化
遺
産
は
世
界
遺
産
の
平
衡
力 （counter-balance

） 

と
み
な
さ
れ
う
る
。Ibid., p. 386.

（
39
）  Lixinski, supra note 7, pp. 22 -23; Blake, supra note 27, p. 134.

（
40
）  

「
保
護
」
に
あ
た
る
用
語
と
し
て
、
世
界
遺
産
条
約
で
は 

“protection

”、
無
形
文
化
遺
産
条
約
で
は 

“safeguarding

” 

と
い
う
用
語
が
そ
れ
ぞ

れ
用
い
ら
れ
て
い
る
。
両
者
は
、
本
論
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
異
な
る
意
味
を
有
す
る
が
、
邦
語
で
は
同
様
に
「
保
護
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）  Lenzerini, supra note 5, p. 109.

（
42
）  Blake, supra note 27, p. 172.

（
43
）  Ibid.; Lenzerini, supra note 5, p. 109.

（
44
）  Blake, supra note 27, p. 174.

（
45
）  Lixinski, supra note 7, pp. 19 -22.

（
46
）  Ibid., p. 19.

（
47
）  

こ
の
点
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
前
述
し
た
「
両
者
の
相
互
的
関
係
」
と
重
複
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
異
な
る
議
論
で
あ
る
。
相
互

的
関
係
の
指
摘
が
「（
そ
の
文
化
遺
産
が
）
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
点
に
視
点
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
の

指
摘
は
「（
そ
の
文
化
遺
産
保
護
の
）
本
質
的
な
対
象
は
何
で
あ
る
か
」
と
い
う
点
に
視
点
を
置
い
て
い
る
。

（
48
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。Forrest, supra note 37, p. 362; Blake, supra note 27, p. 134.

（
49
）  Ibid.
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（
50
）  

本
稿
執
筆
時
に
お
け
る
最
新
版
は
二
〇
一
五
年
に
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
の
版
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。Available at 

http://w
hc.unesco.org/en/guidelines/ （last visited 11.10.2016

）.
（
51
）  

「
文
化
的
景
観
」
概
念
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
考
を
見
よ
。K.W
-Last, 

“Article 1 ‒ Cultural Landscapes-

”; in F. Francioni 

（ed.

）, The 1972 W
orld H

eritage Convention: A
 Com

m
entary 

（O
xford, 2008

） （hereafter referred to as 

“WH
C Com

m
entary

”）, 
pp. 51 -62.

（
52
）  
作
業
指
針
第
四
七
段
落
。

（
53
）  

作
業
指
針
付
属
書
三
第
一
〇
段
落
。

（
54
）  http://w

hc.unesco.org/en/list/722 （last visited 10.10.2016

）.

（
55
）  http://w

w
w.unesco.org/culture/ich/en/RL/hudhud-chants-of-the-ifugao-00015 （last visited 10.10.2016

）.

（
56
）  Blake, supra note 27, pp. 151, 163 -164.

（
57
）  

そ
の
主
な
理
由
は
、
世
界
遺
産
委
員
会
の
設
置
や
、
基
金
の
設
立
、
さ
ら
に
は
国
際
的
援
助
の
制
度
の
設
立
が
成
功
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。Forrest, supra note 37, pp. 366 -367; J. Blake, Com

m
entary on the 2003 U

N
ESCO

 Conven-
tion on the Safeguarding of the Intangible Cultural H

eritage 

（Pentre M
oel, 2006

） （hereafter referred to as 

“ICH
C Com

en-
tary

”）, pp. 6 -7.

（
58
）  

返
還
問
題
に
関
す
る
参
考
文
献
の
若
干
の
例
と
し
て
次
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。J. H

. M
errym

an, 

“Tw
o W

ays of Thinking about Cul-
tural Property

”, A
m
erican Journal of International Law, vol. 80 （1986

）, pp. 831 -853; A. Vrdoljak, 

“Enforcem
ent of Restitution 

of Cultural H
eritage through Peace Agreem

ents
”, in Francioni/ G

ordley, supra note 34, pp. 22 -39.

（
59
）  

文
化
財
輸
出
入
に
関
す
る
参
考
文
献
の
若
干
の
例
と
し
て
次
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。L. V. Prott, 

“The International M
ovem

ent of 
Cultural O

bjects

”, International Journal of Cultural Property, vol. 12 

（2005

）, pp. 225 -248; J. G
ordley, 

“The Enforcem
ent of 

Foreign Law
: Reclaim

ing O
ne N

ation

’s Cultural H
eritage in Another N

ation

’s Courts

”, in Francioni/ G
ordley, supra note 34, 

pp. 110 -124.

（
60
）  

水
中
文
化
遺
産
の
各
問
題
に
関
す
る
参
考
文
献
の
若
干
の
例
と
し
て
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。S. D

rom
goole, U

nderwater Cultural H
eri-

tage and International Law 

（Cam
bridge, 2013

）; C. Forrest, 

“An International Perspective on Sunken State Vessels as U
nder-

w
ater Cultural H

eritage

”, O
cean D

evelopm
ent and International Law, vol. 34 （2003

）, pp. 41 -57; C. Forrest, 

“Strengthening the 
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International Regim
e for the Prevention of the Illicit Trade in Cultural H

eritage

”, M
elbourne Journal of International Law, vol. 

4 （2003

）, pp. 592 -610.
（
61
）  

山
口
、
前
掲
論
文
、
注
（
3
）。

（
62
）  
世
界
遺
産
条
約
第
八
条
（
三
）、
一
三
条
（
七
）、
一
四
条
（
二
）、
作
業
指
針
第
三
〇
段
落
、
三
一
段
落
、
三
四
段
落
、
三
五
段
落
、
一
四
三

段
落
乃
至
一
五
一
段
落
。

（
63
）  Lenzerini, 

“Articles 30 -33 and 35 -58: Final Clauses

”; in W
H
C Com

m
entary, p. 348.

（
64
）  

世
界
遺
産
条
約
第
一
二
条
で
は
、
一
覧
表
不
記
載
は
顕
著
な
普
遍
的
価
値
の
否
定
を
意
味
し
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
コ

メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
実
際
に
は
一
覧
表
制
度
以
外
で
は
結
果
は
出
て
い
な
い
、
ま
た
、
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
物
件
の
み
が
効
果
的
な
保
護
を
受

け
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。Lenzerini, 

“Article 12: Protecition of Properties not Inscribed on the W
orld H

eritage List

”; in W
H
C 

Com
m
entary, pp. 209, 218. 

同
様
に
、
同
論
者
の
そ
の
後
の
次
の
論
考
に
お
い
て
も
、
第
一
二
条
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
も
同
然
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。Lenzerini, supra note 5, p. 111. 

（
65
）  

こ
の
場
合
、
世
界
遺
産
一
覧
表
と
危
機
遺
産
一
覧
表
の
両
者
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
66
）  

作
業
指
針
第
一
七
七
段
落
乃
至
第
一
九
八
段
落
。

（
67
）  

こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
を
見
よ
。R. Kurin, 

“Safeguarding Intangible Cultural H
eritage: Key Factors in Im

plem
ent-

ing the 2003 Convention

”, International Journal of Intangible H
eritage, vol. 2 （2007

）, p. 12.

（
68
）  Lixinski, supra note 7, p. 52. 

具
体
的
に
は
、
無
形
文
化
遺
産
に
対
す
る
最
終
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
締
約
国
に
所
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
文
献
で
は
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
お
い
て
、
国
際
的
援
助
の
要
請
（
第
二
三
条
）
等
を
締
約
国
の
み
が
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
厳
格
な
主
権
の
一
面
で
あ
る
と
批
判
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。Ibid., p. 49.

（
69
）  Lenzerini, supra note 5, pp. 111 -112.

（
70
）  Lixinski, supra note 7, p. 53.

（
71
）  Lenzerini,supra note 5, p. 111.

（
72
）  Lixinski, supra note 7, p. 55.

（
73
）  Lenzerini, supra note 5, p. 112.

（
74
）  Ibid., p. 111.
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（
75
）  

第
一
三
条
乃
至
第
一
五
条
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
76
）  Lenzerini, supra note 5, p. 111.

（
77
）  Lixinski, supra note 7, p. 56.

（
78
）  
世
界
遺
産
条
約
第
一
〇
条
（
二
）、
一
三
条
（
七
）。

（
79
）  
世
界
遺
産
条
約
第
一
一
条
（
一
）、
作
業
指
針
第
六
二
段
落
。

（
80
）  
作
業
指
針
第
六
四
段
落
。

（
81
）  

こ
の
点
が
過
度
な
主
権
重
視
等
と
し
て
批
判
の
的
と
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
主
権
に
服
し
つ
つ
保
護
す
る
と
い
う
考
え
に
立
脚
す
る
の
が
適
切

で
あ
ろ
う
。F. Francioni, 

“Plurality and Interaction of Legal O
rders in the Enforcem

ent of Cultural H
eritage Law

”; in Francio-
ni/ G

ordley, supra note 34, pp. 15 -16. Cf. L. Lixinski, 

“Selecting H
eritage: The Interplay of Art, Politics and Identity

”, Europe-
an Journal of International Law, vol. 22 （2011

）, pp. 94 -95.

（
82
）  

本
稿
執
筆
時
に
お
け
る
最
新
版
は
二
〇
一
六
年
に
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
の
版
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。Available at 

http://w
w
w.unesco.org/culture/ich/en/directives （last visited 11.10.2016

）.

（
83
）  

無
形
文
化
遺
産
条
約
第
一
一
条
⒝
、
一
五
条
、
運
用
指
示
書
第
七
九
段
落
。

（
84
）  

無
形
文
化
遺
産
条
約
第
九
条
、
運
用
指
示
書
第
九
〇
段
落
乃
至
第
九
九
段
落
。
な
お
、
社
会
、
集
団
及
び
個
人
の
参
加
や
地
域
的
・
国
際
的
協

力
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
国
際
的
・
地
域
的
な
専
門
的
中
枢
と
し
て
、「
カ
テ
ゴ
リ
ー
2
セ
ン
タ
ー
」（Category 2 Centres

）
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
同
セ
ン
タ
ー
は
締
約
国
や
ユ
ネ
ス
コ
の
現
地
事
務
所
等
に
技
術
的
援
助
を
提
供
し
て
い
る
。
運
用
指
示
書
第
八
八
段
落; 

“Category 
2 C

entres under the A
uspieces of U

N
ESC

O
”, available at http://w

w
w.unesco.org/culture/ich/en/category2 

（last visited 
10.10.2016

）.

（
85
）  

運
用
指
示
書
第
二
段
落
。

（
86
）  

そ
の
場
合
、
代
表
的
一
覧
表
か
ら
緊
急
遺
産
一
覧
表
に
移
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
世
界
遺
産
条
約
の
場
合
の
よ
う
に
両
一
覧
表
に
同
時
に
記
載

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
運
用
指
示
書
第
三
八
段
落
乃
至
第
四
〇
段
落
。

（
87
）  

運
用
指
示
書
第
一
、
三
九
段
落
。

（
88
）  

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
も
し
も
同
条
約
が
締
約
国
に
よ
り
強
い
義
務
を
課
す
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
採
択
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
、
と
い
う
見
解
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。Blake, supra note 27, p. 193. 
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（
89
）  

無
形
文
化
遺
産
条
約
第
一
一
条
乃
至
第
一
五
条
。
国
内
的
な
保
護
制
度
の
設
立
は
無
形
文
化
遺
産
条
約
成
功
の
要
で
あ
る
。ICH

C Com
en-

tary, p. 59. 

こ
れ
に
対
し
て
、
一
覧
表
制
度
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
無
形
文
化
遺
産
を
可
視
化
す
る
或
い
は
そ
れ
へ
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
意
義

が
見
出
さ
れ
る
。Ibid., p. 59; 

運
用
指
示
書
第
二
段
落
。

（
90
）  ICH

C Com
m
entary, p. 59 ;

無
形
文
化
遺
産
条
約
第
一
一
条
⒜
。

（
91
）  
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
お
い
て
「
努
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
世
界
遺
産
条
約
第
五
条
に
お
い
て
は
「
可
能
な
範
囲
内
で
、
か
つ
、
自

国
に
と
っ
て
適
当
な
場
合
に
は
…
…
努
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
無
形
文
化
遺
産
条
約
に
お
い
て
は
締
約
国
に
対
す
る
要
求
が
強
化
さ

れ
て
い
る
。ICH

C Com
m
entary, p. 66.

（
92
）  

一
例
と
し
て
、
次
の
記
事
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
声
明
が
挙
げ
ら
れ
る
。
“UN

ESCO
 D

irector-G
eneral Condem

ns M
ilitary Presence and 

D
estruction at W

orld H
eritage Sites in Syria

”, available at http://w
hc.unesco.org/en/new

s/1108 

（last visited 08.10.2016

）;  

“Irina Bokova Condem
ns Latest D

estruction of Cultural Property from
 the Site of Palm

yra in Syria

”, available at http://w
hc.

unesco.org/en/new
s/1313 （last visited 08.10.2016

）.

（
93
）  

“Launch of G
lobal U

nite for H
eritage Coalition in Bonn

”, available at http://w
hc.unesco.org/en/new

s/1303 

（last visited 
08.10.2016

）.

（
94
）  

“Ethics and Intangible Cultural H
eritage

”, available at http://w
w
w.unesco.org/culture/ich/en/ethics-and-ich-00866 （last visited 

 08.10.2016

）.

（
95
）  ITH

/15/10.CO
M

/15.a （15 O
ctober 2015

）.

（
96
）  

「
倫
理
原
則
」
前
文
。

（
97
）  

“Expert M
eeting on a M

odel Code of Ethics for Intangible Cultural H
eritage

”, ITH
/15/EXP/2 （20 February 2015

）, para. 43.

（
98
）  

国
際
文
化
法
の
他
分
野
に
つ
い
て
も
、
倫
理
規
範
の
意
義
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。H

. Flora, 

“The Q
uest for the M

asterpiece: Tradition-
al Practices of Collecting in Am

erican M
useum

s

”; in Francioni/ G
ordley, supra note 34, pp. 230 -237; Prott, supra note 59, p. 

236. 

な
お
、
次
の
論
考
に
お
い
て
は
、
人
間
の
尊
厳
の
尊
重
に
お
け
る
行
動
規
範
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。O. Schachter, 

“Hum
an 

D
ignity as a N

orm
ative Concept

”, A
m
erican Journal of International Law, vol. 77 （1983

）, p. 853.

（
99
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
に
着
想
を
得
た
。S-C. Lenski, Ö

ffentliches Kulturrecht （Tübingen, 2012

）, S. 12.
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